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 要 旨   
背景/方法： エタノールは発がんプロモーターの一つである。疫学的そして実験的研究の

両方は、エタノールが乳がん細胞の転移を亢進することを示唆している。我々は以前に、

がん遺伝子の ErbB2 を過剰発現させた乳がん細胞の遊走や浸潤をエタノールが増加するこ

とを示した。乳がん患者の 20－30%で ErbB2 の発現増加が見られ、その場合、予後不良の

ことが多い。我々は、エタノールによる乳がん細胞の浸潤を阻止する、あるいは軽減する

ことのできる物質を求め、シアニジン 3-配糖体を見いだした。シアニジン 3-配糖体（C3G）

は多くの野菜や果物に含まれているアントシアニンの一種で、強力な天然の抗酸化物質で

ある。細胞へのエタノールの曝露は細胞内で活性酸素種（ROS）の蓄積を生じ、ROS はエ

タノールの多くの生物的効果を媒介している。この研究ではエタノールによる乳がん細胞

の遊走や浸潤に対する抗酸化物質 C3G の効果について検討した 
結果： ErbB2 を高レベルで発現している乳がん細胞の BT474、MDA-MB231、MCFErbB2

を用いた実験で、エタノールで誘導される乳がん細胞の遊走や浸潤を C3G は濃度に依存し

た様式で抑制した。C3G はエタノールで生じる細胞外マトリックスへのがん細胞の接着や、

接着斑の総量、膜状突起（ラメリポディア）の形成を減少させた。また、C3G は、エタノ

ールによる ErbB2 や細胞の遊走や浸潤に関与している cSrc、FAK、p130(Cas)などのリン

酸化とこれらの蛋白質間の相互作用を阻害した。さらに、C3G はエタノールで生じる

p130(Cas)/JNK の相互作用を消失させた。 
結論： C3G は細胞の遊走や浸潤に不可欠な ErbB2/cSrc/FAK 経路のエタノールによる活

性化を阻止する。C3G はエタノールが関与する乳がんの転移を阻止あるいは低下させるの

に有効であると考えられる。 

 




